
２０２５年度

横浜市立大学大学院

データサイエンス研究科

学生募集要項

博士前期課程

ヘルスデータサイエンス専攻

博士後期課程

ヘルスデータサイエンス専攻



デデーータタササイイエエンンスス研研究究科科のの教教育育理理念念

データサイエンス研究科は、データサイエンス専攻、ヘルスデータサイエンス専攻の２専攻から構成されて

います。データサイエンス研究科では、膨大なデータの収集・分析に必要なデータ解析の理論や手法にかかる

「データアナリティクス力」、及びコンピュータを駆使し、データを意味ある形に変換し、活用できるようにする

「データエンジニアリング力」を、社会潮流の把握に基づく課題背景の理解を基盤として膨大なデータの分析

から新たな価値を創出する「社会展開力」に収れんさせることができる人材、すなわちデータサイエンス人材

を育成することを目的としています。

の発展により、ネットワーク化や 化が進む中、サイバー空間とフィジカル空間のつながりが一層顕著

になっています。こうした状況の下、新たなイノベーションを引き起こし、真に豊かな社会を形成し、次世代

に引き継いでいくためには、日々の膨大に蓄積されていくさまざまなデータを積極的に利活用して新しい価値

やサービスを創出していかなければなりません。データサイエンス研究科では、伝統的な知識体系の中での新

規性が評価される従来の学問体系を踏まえつつ、「超スマート社会」の入口において、データの利活用による新

たな価値創出に力点を置いた学術的な研究を行い、その成果を世界に展開することを目指しています。

求求めめるる学学生生像像（（アアドドミミッッシショョンンポポリリシシーー））

● ヘルスデータサイエンス専攻（博士前期課程）

国家資格を有し臨床経験がある医療従事者、またはヘルス分野で実務経験のある非医療従事者等で

あって、自身が携わるヘルス分野に関する知識と技術を実務に還元するための具体的な目標を持つ人

技術の進展と共に蓄積されるデータを解析する技術を修得し、学術課題を研究するために必要と

される能力を身につけたいと志望する人

既存の枠組みにとらわれず、自身が持つ問題意識をデータサイエンスの手法を融合させてヘルス課題

を解決したいという強い意欲を持った人

● ヘルスデータサイエンス専攻（博士後期課程）

国家資格を有し臨床経験がある者、ヘルス分野で実務経験のある者、ヘルス分野における課題発見を

するための十分な知識・経験を有する者等、主体的にヘルスサイエンスに関する課題を解決したい人

データ解析の高度な技術を修得し、学術課題を解決する研究能力を主体的に身につけたい人

自身が持つ問題意識をデータサイエンスの高度な手法を融合させてヘルス分野の課題を解決し、社会

に貢献したい人

※データサイエンス専攻の入学試験については、データサイエンス専攻の募集要項でご確認ください。
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ヘヘルルススデデーータタササイイエエンンスス専専攻攻 博博士士前前期期課課程程

１１ ２２００２２５５年年度度 入入学学試試験験概概要要

●●入入試試日日程程

募集区分   第１期募集 第２期募集 ※ 

出願期間 

２０２４年 ７月２２日（月） ２０２５年 １月 ６日（月） 

〜 ７月２４日（水） 〜 １月 ８日（水） 

（７月２４日消印有効） （１月 ８日消印有効） 

試 験 日 ２０２４年 ８月２４日（土） ２０２５年 ２月 ８日（土） 

合格発表日 ２０２４年 ９月 ６日（金） ２０２５年 ２月１４日（金） 

入学手続期間 

２０２４年 ９月１０日（火） ２０２５年 ２月１８日（火） 

〜 ９月１８日（水） 〜 ２月２６日（水） 

（９月１８日消印有効） 

（９月６日（金）〜入学金等納入可） 

（２月２６日消印有効） 

（２月１４日（金）〜入学金等納入可） 

●●事事前前審審査査書書類類提提出出締締切切日日（（該該当当者者ののみみ）） 詳細は３頁参照

        第１期募集 第２期募集 ※ 

提出締切日 ２０２４年 ６月１４日（金） ２０２４年１２月 ６日（金） 

※第 期募集の結果によっては、第２期募集を実施しない場合があります。

実施する場合は、本学Ｗｅｂサイトにてご案内します。

専 攻 ヘルスデータサイエンス専攻 

募集区分 第１期募集 第２期募集 ※ 

試験区分 一般選抜 一般選抜 

募集人員 １５名 若干名 

選抜方法 
（1）筆記試験（英文） 

（2）面接試験 
面接試験 

試験場 横浜市立大学 金沢八景キャンパス 

＜海外の住所からの出願について＞

郵送中の紛失や未着等のトラブルを避けるためにも、原則、海外の住所からの出願はできません。

また、受付後の受験票や合格通知書等送付の際の宛先は、必ず日本国内の住所（海外在住の場

合は、日本在住の知人等の住所）としてください。
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２２ 出出願願資資格格

以下の（１）および（２）のいずれにも該当する者 
（１） 日本国籍を有する者または日本国の永住許可を得ている者その他これに準ずる者で、以下 

のアからクのいずれかに該当する者または 2025年 3月 31日までに該当する見込みの者。 
ア 大学を卒業した者 
イ 大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者 
ウ 指定された専修学校の専門課程を修了した者 
エ 文部科学大臣の指定した者 
（昭和 28年文部省告示第５号参照：旧制学校卒業者、省庁大学校卒業者等） 

オ 外国において、学校教育（日本において、外国の大学が行う通信教育を履修する場合も 
      含む）における 16年の課程を修了した者 
カ 我が国において、外国の大学相当として指定した外国の学校の課程（文部科学大臣指定 

      外国大学日本校）を修了した者 
キ 外国の大学等において、修業年限が 3年以上の課程を修了することにより、学士の学位 

      に相当する学位を授与された者 
ク 本研究科において個別の資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると 

      認めた者で、22歳に達した者 
 

（２）厚生労働省が所管する医療、医薬品、健康、食品衛生関連及び福祉・介護関連の国家資格* 
    を有し、2年以上の臨床経験がある者、または予防・医療・介護・福祉・製薬等の分野で 2年 
    以上の実務経験がある者、もしくはそれ以外でヘルス分野の知識や経験を有する者  

 
*国家資格 

      （参照:厚生労働省「資格・試験情報」URL https://www.mhlw.go.jp/kouseiroudoushou/shikaku_shiken/index.html）  

医療、医薬品、健康、

食品関連 

医師、歯科医師、保健師、助産師、看護師、診療放射線技師、臨床検査

技師、理学療法士、作業療法士、視能訓練士、臨床工学技士、義肢装具

士、歯科衛生士、歯科技工士、救急救命士、あん摩マッサージ指圧師、

はり師、きゅう師、柔道整復師、言語聴覚士、薬剤師、管理栄養士 

福祉・介護関連 
保育士、社会福祉士、介護福祉士、精神保健福祉士、手話通訳士、公認

心理師 

注 上記「ク」によって出願する者は事前審査を行いますので、３頁の「５ 事前審査」を参照してくだ

さい。

注 第２期募集を実施する場合、外国籍の方は、出願時点で日本の在留資格（短期滞在を除く）を有する

者とします。

【重要・注意事項】

① 入学手続時点で在留期間（満了日）が 年 月 日までない場合は、在留期間更新の必要が

あります。合格後速やかに現在の所属機関（日本語学校等）にて在留更新手続を行ってください。

② 入学手続の際に在留期間（満了日）が 年 月 日までなく、更新手続も行っていない方は、

合格しても本学へ入学ができない場合があります。

 
３３ 出出願願手手続続

（１）出願期間

【【第第１１期期募募集集】】 ２２００２２４４年年 ７７月月２２２２日日（（月月））～～ ７７月月２２４４日日（（水水））消消印印有有効効

【【第第２２期期募募集集】】 ２２００２２５５年年 １１月月 ６６日日（（月月））～～ １１月月 ８８日日（（水水））消消印印有有効効

（２）提出方法  
出願書類を一括して、本要項巻末に綴込んである所定の封筒に入れ（封筒に入らない場合は 
各自で用意してください）、簡易書留（速達）郵便で、７頁に記載の宛先に郵送してください。 

（３）研究テーマ等に関する事前相談 
出願前に志望教員（８頁参照）に研究テーマなどについて相談している場合は、入学願書の 

中に相談した志望教員名を記載してください(任意)。本項目の記載の有無は受験の合否には影響 
ありません。 
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４４ 出出願願書書類類

出出 願願 書書 類類 注注 意意 事事 項項

入学願書一式 本学所定のもの（受験票・写真票等も含む）。 

卒業 見込 証明書 出身大学（学部）または在籍大学（学部）作成のもの。

成績証明書 出身大学（学部）または在籍大学（学部）作成のもの。

志望理由書
本専攻を志望する理由、ならびに今後の研究に対する抱負を記述すること（様

式は任意。Ａ４サイズ・１〜２枚程度・片面印刷）。

研究計画書 様式は任意。Ａ４サイズ・１〜２枚程度・片面印刷

出願資格に関する

書類

（１）または（２）のうちいずれか１つを提出すること、 
（１）国家資格を有することを証明する書類 

    免許を有する者は、免許証の写しを提出（複数の場合は全て） 
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イ 指導教員の（申請者の学力を証明する）推薦書 様式任意 または、学力を示す論文

ウ 最終学歴の卒業（見込）証明書および成績証明書
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注 ア～カ以外に、本研究科が必要と認めたものについて、提出を求める場合があります。 
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（２）審査結果

事前審査の結果は、下記期日までに本人あてに通知します。

【第１期募集】 ２０２４年 ７月１２日（金）

【第２期募集】 ２０２４年１２月２４日（火）

（３）出願手続

事前審査により出願資格の認定を受けた者は、本募集要項に基づき出願手続を行ってくださ

い。資格が認められた場合には、その旨の通知と入学検定料が納付済みの証明書をお送りしま 
すので、本出願の際にはその証明書を用いてください。あらためて入学検定料を納付する必要 
はありません。資格が認められなかった場合は、納付済みの検定料より 5,000円を控除して、 
25,000円を返金します。

６６ 入入学学検検定定料料

３３００ ００００００円円

注 納入された入学検定料は返還いたしません。 

７７ 選選抜抜方方法法

【【第第１１期期募募集集】】

筆記試験（英文）および面接試験により選抜します。

試試験験科科目目 試試 験験 内内 容容 配配点点

筆記試験

ヘルスデータサイエンスを学ぶための基礎的知識や考え方を英文問

題により問う。一例として、臨床研究デザインに関する基礎知識、

臨床研究の結果の解釈等、本専攻で研究を遂行していくための必要

な知識を英文問題により問う。

２００

面接試験

ヘルスデータサイエンス専攻の理念を共有し、ヘルス領域における

データサイエンス力の獲得への意欲、データサイエンス手法を融合

させて自らが有するヘルス課題を解決したいという目標や意思等を

総合的に判断する。

２００

【【第第２２期期募募集集】】

面接試験により選抜します。

試試験験科科目目 試試 験験 内内 容容 配配点点

面接試験

ヘルスデータサイエンス専攻の理念を共有し、ヘルス領域における

データサイエンス力の獲得への意欲、データサイエンス手法を融合

させて自らが有するヘルス課題を解決したいという目標や意思等を

総合的に判断する。

２００

＜合否判定基準＞

【【第第１１期期募募集集】】 
・合否は、筆記試験（英文）および面接試験の結果をもとに総合的に判断します。 

【【第第２２期期募募集集】】 
・合否は、面接試験の結果をもとに総合的に判断します。 
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- ５ - 

８８ 試試験験日日程程・・試試験験場場

【【第第１１期期募募集集】】

試試 験験 日日 試試 験験 科科 目目 試試 験験 時時 間間 試試 験験 場場

年 月 日（土）
筆記試験（英文） 時 分～ 時 分 横浜市立大学 

金沢八景キャンパス 面接試験 時 分～

【【第第２２期期募募集集】】

試試 験験 日日 試試 験験 科科 目目 試試 験験 時時 間間 試試 験験 場場

年 月 日（土） 面接試験 出願後に通知します。
横浜市立大学 

金沢八景キャンパス 

９９ 合合格格発発表表

（１）日 時

【【第第１１期期募募集集】】 ２２００２２４４年年 ９９月月 ６６日日（（金金）） １１１１：：００００

【【第第２２期期募募集集】】 ２２００２２５５年年 ２２月月１１４４日日（（金金）） １１１１：：００００

（２）発表方法

合格者の受験番号を本学Ｗｅｂサイト（ ）で掲載します。

（３）その他

ア 発表後、合格者には合格通知書を送付します。
注 合格を確認された方のうち、以下の期日になっても合格通知書が届かない場合は、アドミッションズ

センターまで必ず連絡してください。

【第１期募集】 ２０２４年 ９月１１日（水）

【第２期募集】 ２０２５年 ２月１９日（水）

イ 合否について、電話等での問い合わせには応じません。

ウ 出願書類に虚偽の記載があった場合には、合格を取り消します。

エ 大学構内での掲示による発表は行いません。

入入学学手手続続

合格者には、合格通知書と入学手続書類を郵送します。

（１）入学手続期間

【【第第１１期期募募集集合合格格者者】】 ２２００２２４４年年 ９９月月１１００日日（（火火））～～ ９９月月１１８８日日（（水水））消消印印有有効効

（入学金等納入金の入金可能期間：９月 ６日（金）～ ９月１８日（水））

【【第第２２期期募募集集合合格格者者】】 ２２００２２５５年年 ２２月月１１８８日日（（火火））～～ ２２月月２２６６日日（（水水））消消印印有有効効

（入学金等納入金の入金可能期間：２月１４日（金）～ ２月２６日（水））

（２）入学手続方法

入学手続に要する書類等を一括し、郵送（簡易書留）により提出してください。

詳細は、合格者に送付する入学手続書類で確認してください。

（３）入学金

市内出身者および横浜市立大学卒業生…………１４１ ０００円

市外出身者…………………………………………２８２ ０００円
注 入学金は2024年度の金額です。金額については改定する場合があります。入学金が改定された

場合は、改定後の金額が適用されます。

注 納入された入学金は返還いたしません。

注 手続期間内に入学手続を完了しないと入学が許可されません。十分注意してください。

注 入学金の「市内出身者」とは、入学の日の１年以上前（2024年4月1日以前）から引き続き横浜
市内に本人または扶養義務者が住所を有する者をいいます。
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そそのの他他のの納納入入金金

本学の学術・研究・学生生活の充実や福利厚生の向上を目的とした活動を行う各団体の会費

等の納入金があります（入学手続時に納入していただきます）。

（１）学術研究会費 ２ ０００円

（２）後援会費 ３０ ０００円

授授業業料料

５５３３５５ ８８００００円円（（年年額額
注 上記の金額については改定する場合があります。本学入学後に授業料が改定された場合は、改定後の

授業料が適用されます。

長長期期履履修修学学生生制制度度ににつついいてて

（１）長期履修学生制度とは

横浜市立大学大学院学則および同長期履修学生規程に基づき、職業を有するため修業年限を

超えて一定期間延長して計画的に教育課程を履修できる制度です。本人の申請に基づき、研究

科における審査・承認を経て、学長の許可により長期履修学生となります。

（２）資格

次のいずれにも該当する者

ア 職業を有し、かつ特段の事情を有する者

イ 修業年限の前年度までの者

（３）在学期間

大学院学則第７条に定める在学期間以内 
（データサイエンス研究科博士前期課程 ４年以内 （休学期間を除く）） 

（４）授業料

ア 修業年限の期間 … 通常の授業料

イ 修業年限以降の長期履修学生としての履修期間 … 通常の授業料の20％相当額を負担 
【例】データサイエンス研究科 博士前期課程の場合（下記年数に休学期間を含みません）

 １年目～２年目 …………………………………………通常の授業料 
 ３年目以降の長期履修学生として許可された期間…通常の授業料の20％相当額を負担
注 授業料減免年度ごとに、減免申請書および在職が確認できる証明書の提出が必要となります。

注注意意事事項項

（１）筆記試験および面接試験には必ず受験票を携帯してください。

（２）試験の遅刻限度時刻は筆記試験の場合開始後 30分まで、面接試験の場合所定の集合時刻です。
それ以降については相応の理由がない限りは受験できません。

（３）出願手続後の提出書類の内容変更は認められません。

（４）納入金（入学検定料を含む）および提出書類は、一切返還いたしません。

（５）本試験に関する変更等が生じた場合は、直ちに出願者に通知します。

（６）試験当日に、学校保健安全法で出席停止が定められている感染症（インフルエンザ・麻疹等）

に罹患し、治癒していない受験者は、他の受験者への感染のおそれがあるため、原則受験する

ことができません。なお、追試験等の特別措置は行いませんので、感染予防・健康管理に十分

ご留意ください。

（７）試験の成績によっては、合格者数が募集定員に満たない場合もあります。

（８）2025年3月31日までに卒業見込みの方は、在籍大学を卒業後、卒業証明書および成績証明書 
      を2025年3月25日（火）までにアドミッションズセンターへ提出してください（横浜市立大 
      学卒業生は不要）。在籍の大学を卒業できなかった場合は入学資格を失います。 
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（４）納入金（入学検定料を含む）および提出書類は、一切返還いたしません。

（５）本試験に関する変更等が生じた場合は、直ちに出願者に通知します。
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（７）試験の成績によっては、合格者数が募集定員に満たない場合もあります。

（８）2025年3月31日までに卒業見込みの方は、在籍大学を卒業後、卒業証明書および成績証明書 
      を2025年3月25日（火）までにアドミッションズセンターへ提出してください（横浜市立大 
      学卒業生は不要）。在籍の大学を卒業できなかった場合は入学資格を失います。 
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入入学学辞辞退退

入学手続完了後、やむを得ない事情で入学を辞退する場合には、「入学辞退届」の提出が必要です。

この場合、2025年3月31日（月）午後5時までに、アドミッションズセンターへ連絡してください
（土・日・祝日を除く）。辞退手続きを完了された方には、入学金を除く既納入金を返還します。

2025年4月1日（火）をもって学籍が発生します。3月31日（月）午後5時までに連絡がない場合は、 
授業料等の納入金を納めなくてはなりませんので、注意してください。 

問問いい合合わわせせ先先

ヘルスデータサイエンス専攻長 水原 敬洋 研究分野等の相談

アドミッションズセンター （日程・試験場・検定料・入学金等）

教育推進課（教務担当） （シラバス・入学後の課程等）

郵郵送送先先

出願書類等は、以下の宛先に郵送してください。

〒236-0027 
横浜市金沢区瀬戸 22-2 横浜市立大学 アドミッションズセンター 
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博博士士前前期期課課程程 ヘヘルルススデデーータタササイイエエンンスス専専攻攻 指指導導教教員員のの研研究究分分野野とと研研究究課課題題 

教員氏名 研究分野 研究課題 

金子 惇 
kanekom@yokohama-cu.ac.jp 

プライマリ・ケア研
究 

へき地医療のための尺度開発、へき地と都市部
の受療行動や健康アウトカムの比較 

黒木 淳 
kuroki@yokohama-cu.ac.jp 

医療経営分析・ヘル

ス情報テクノロジー 

医療経営管理・医療健康政策について政策立案

者や管理者の視点からデータやエビデンスの活

用法を探究します。 

桑原 恵介 
kuwahara.kei.is@yokohama-cu.ac.jp 疫学・予防医学 集団の疾病予防、健康増進 

清水 沙友里 
sshihci@yokohama-cu.ac.jp 

医療データベース解
析・医療政策情報学 

医療データベースを用いた臨床疫学研究、並び
に医療政策に資するエビデンスの創出を目指
す。 

竹内 由則 
takeuchi.yos.zj@yokohama-cu.ac.jp 

医療統計学、薬剤疫
学、統計的因果推論 

大規模医療情報データを利用した薬剤疫学・臨
床疫学研究における統計的因果推論についての
方法論研究。 

田野島 玲大 
reotano@yokohama-cu.ac.jp 

臨床薬理学（特に小
児臨床薬理学） 

薬物動態解析、データベース研究、特定臨床研
究を含む介入研究を行い、適正な薬物治療の実
現や新規治療の開発を目指す。 

冨田 誠 
tomitam@yokohama-cu.ac.jp 

医学統計・空間疫学
研究 

臨床データや健康保健データについて生物統計
学や空間集積性の手法を用い分析する。 

水原 敬洋 
mihara_t@yokohama-cu.ac.jp 

系統的レビュー・メ

タ解析、エビデンス

計量評価論 

主に系統的レビュー・メタ解析の手法を用いた

研究を行い、医療におけるエビデンス構築を目

指す。 
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ヘヘルルススデデーータタササイイエエンンスス専専攻攻 博博士士後後期期課課程程

１１ ２２００２２５５年年度度 入入学学試試験験概概要要

●●入入試試日日程程

募集区分   第１期募集 第２期募集 ※ 

出願期間 

２０２４年 ８月１９日（月） ２０２５年 １月 ６日（月） 

〜 ８月２１日（水） 〜 １月 ８日（水） 

（８月２１日消印有効） （１月 ８日消印有効） 

試 験 日 ２０２４年 ９月２１日（土） ２０２５年 ２月 ８日（土） 

合格発表日 ２０２４年１０月 ４日（金） ２０２５年 ２月１４日（金） 

入学手続期間 

２０２４年１０月 ８日（火） ２０２５年 ２月１８日（火） 

〜 １０月１６日（水） 

（１０月１６日消印有効） 

（１０月４日（金）〜入学金等納入可） 

〜 ２月２６日（水） 

（２月２６日消印有効） 

（２月１４日（金）〜入学金等納入可） 
  

●●事事前前審審査査書書類類提提出出締締切切日日（（該該当当者者ののみみ）） 詳細は 頁参照

  第１期募集 第２期募集 ※ 

提出締切日 ２０２４年 ７月 ５日（金） ２０２４年１２月 ６日（金） 

※第１期募集の結果によっては、第２期募集を実施しない場合があります。

第２期募集を実施する場合は、本学Ｗｅｂサイトにてご案内します。

専  攻 ヘルスデータサイエンス専攻 

募集区分 第１期募集 第２期募集 ※ 

募集人員 ３名 若干名 

選抜方法 書類審査、英語資格成績、面接試験 

試 験 場 横浜市立大学 金沢八景キャンパス 

＜海外の住所からの出願について＞

郵送中の紛失や未着等のトラブルを避けるためにも、原則、海外の住所からの出願はできません。

また、受付後の受験票や合格通知書等送付の際の宛先は、必ず日本国内の住所（海外在住の場

合は、日本在住の知人等の住所）としてください。
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２２ 出出願願資資格格

日本国籍を有する者または日本国の永住許可を得ている者その他これに準ずる者で、次の項

目のいずれかに該当する者または 年 月 日までに該当する見込みの者

ア 修士の学位または専門職学位を有する者

イ 外国において、修士の学位や専門職学位に相当する学位を授与された者

ウ 外国の学校が行う通信教育を我が国において履修し、修士の学位や専門職学位に相当する

学位を授与された者

エ 我が国において、外国の大学院相当として指定した外国の学校の課程を修了し、修士の学

位や専門職学位に相当する学位を授与された者

オ 国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与された者

カ 大学等を卒業し、大学、研究所等において 年以上研究に従事した者で、大学院において、

修士の学位を有する者と同等の学力があると認めた者

キ 本研究科において、個別の入学審査により修士の学位または専門職学位を有する者と同等

以上の学力があると認められた者で、 歳に達した者
 注 上記「カ」「キ」によって出願する者は事前審査を行いますので、 頁の「５ 事前審査」を参照

してください。

注 第２期募集を実施する場合、外国籍の方は、出願時点で日本の在留資格（短期滞在を除く）を有する

者とします。

【重要・注意事項】

①入学手続時点で在留期間（満了日）が 年 月 日までない場合は、在留期間更新の必要が

あります。合格後速やかに現在の所属機関（日本語学校等）にて在留更新手続を行ってください。

②入学手続の際に在留期間（満了日）が 年 月 日までなく、更新手続も行っていない方は、

合格しても本学へ入学ができない場合があります。

３３ 出出願願手手続続

（１）出願期間

【【第第１１期期募募集集】】 ２２００２２４４年年 ８８月月１１９９日日（（月月））～～ ８８月月２２１１日日（（水水））消消印印有有効効

【【第第２２期期募募集集】】 ２２００２２５５年年 １１月月 ６６日日（（月月））～～ １１月月 ８８日日（（水水））消消印印有有効効

（２）提出方法

出願書類を一括して、本要項巻末に綴込んである所定の封筒に入れ（封筒に入らない場合は

各自で用意してください）、簡易書留（速達）郵便で、 頁に記載の宛先に郵送してください。

（３）事前相談

出願前に志望教員（ 頁参照）に研究テーマなどについて相談している場合は、入学願書の 
中に相談した志望教員名を記載してください(任意)。本項目の記載の有無は受験の合否には影響 
ありません。 
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４４ 出出願願書書類類

提提 出出 書書 類類 注注 意意 事事 項項

入学願書一式
本学所定のもの 受験票・写真票等も含む 。

事前に志望教員へ出願の相談をしたうえで、出願してください。

修了 見込 証明書 出身大学大学院または在籍大学大学院作成のもの。

成績証明書
出出身身大大学学（（学学部部））および出身大学院または在籍大学院作成のものを併せて

提出すること。 

英語資格の成績等の

証明書原本

・TOEIC（L&R, IP）、TOEFL（iBT, ITP）、IELTS（アカデミック・ 
モジュール）いずれかの成績証明書の原本。 
・TOEIC（IP）オンライン版を利用する場合は、不正防止の信頼性が担 
保されていないため、「受験状況に関する証明書」（本学Ｗｅｂサイト 
に様式があります）も併せて提出してください。

修士学位論文または

これまでの研究概要

修士の学位を有するか、あるいはその見込みの志願者はこれまでの研究概

要についての報告書、あるいは学位論文の写しおよびその要旨。

それ以外の志願者はこれまでの研究概要についての報告書。 

志望理由書
本専攻および指導教員を志望する理由、ならびに今後の研究に対する抱負

を記述すること（様式は任意。Ａ４サイズ・１〜２枚程度・片面印刷）。 

研究計画書 様式は任意。 

写真 ２枚 
縦 4cm×横 3cm 

願書受付日前3か月以内に撮影したもの。写真裏面に氏名を油性ペンで記
入し、入学願書および写真票にしっかりと貼付すること。 

入学検定料の

振替払込受付証明書

入学検定料30,000円を所定の払込票によりゆうちょ銀行または郵便局窓
口で納付し、領収印を受けた振替払込受付証明書（払込用紙の一番右）を

出願書類の所定の箇所に貼付すること。なお、払込手数料は本人負担とな

ります。（2025年3月本学データサイエンス研究科博士前期課程修了見込
み者は免除） 

返信用封筒 所定の封筒1通（受験票送付用）に郵便番号・住所・氏名を明記すること。 

切手

344円分。上記「返信用封筒」に貼付。 
※2024年4月1日現在の速達料金。郵便料金の改定があった場合は、改定
後の速達料金分の切手を貼付してください。 

あて名ラベル 本学所定用紙に郵便番号・住所・氏名を明記すること。 

その他

（該当者のみ）

（外国籍の方のみ）以下の該当するものを提出すること。

・現在日本に在住している方：①在留カードのコピー 両面 、②パスポー

トのコピー（顔写真のページ）

・現在海外に在住している方：①パスポートのコピー（顔写真のページ）

※各種証明書の氏名に変更がある場合は、戸籍抄本も提出してください。 

５５ 事事前前審審査査

10頁「２２ 出出願願資資格格」の「カ」または「キ」に該当する者は、出願資格の認定のため、次の 
とおり事前審査を行いますので、必要書類を取りそろえ、下記期限までにアドミッションズセンター 
へ提出してください。 
【【第第１１期期募募集集】】 ２２００２２４４年年 ７７月月 ５５日日（（金金））ままででにに必必着着

【【第第２２期期募募集集】】 ２２００２２４４年年１１２２月月 ６６日日（（金金））ままででにに必必着着

《郵送受付》封筒に「データサイエンス研究科博士後期課程事前審査書類在中」と朱書きの上、

15頁に記載の宛先に簡易書留郵便で送付してください。

（１）必要書類

ア 入学試験出願資格認定審査申請書（履歴書） 本学所定のものをＷｅｂサイトからダウンロード

イ 修士の学位を有する者と同等以上の学力を示す資料
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ウ 最終学歴の卒業（見込）証明書、修了（見込）証明書および成績証明書

エ 研究計画書（日本語4,000字程度）<<様式任意>> 
オ 審査料 の郵便振替払込受付証明書（ゆうちょ銀行 郵便局 で納付し、領収印を受けた

振替払込受付証明書（払込用紙の一番右）を同封してください。払込手数料は本人負担となります。）

カ 審査結果通知用封筒（長形３号封筒に郵便切手 円分を貼付し、郵便番号・住所・氏名を記入）

注 ア～カ以外に、本研究科が必要と認めたものについて、提出を求める場合があります。

（２）審査結果

事前審査の結果は、下記期日までに本人あてに通知します。

【第１期募集】 ２０２４年 ８月 ９日（金）

【第２期募集】 ２０２４年１２月２４日（火）

（３）出願手続

事前審査により出願資格の認定を受けた者は、本募集要項に基づき出願手続を行ってくださ

い。資格が認められた場合には、その旨の通知と入学検定料が納付済みの証明書をお送りしま 
すので、本出願の際にはその証明書を用いてください。あらためて検定料を納付する必要はあ 
りません。資格が認められなかった場合は、納付済みの検定料より 5,000円を控除して、 
25,000円を返金します。

６６ 入入学学検検定定料料

３３００ ００００００円円

注 本学データサイエンス研究科博士前期課程を 年 3月修了見込みの者は免除されます。 
注 納入された入学検定料は返還いたしません。 

７７ 選選抜抜方方法法

書類審査、英語資格成績および面接試験により選抜します。

試試験験科科目目 試試 験験 内内 容容 配配点点

書類審査
志望理由書や研究計画書を中心により高度なデータサイエンス

を学ぶ十分な素養を考査する。
２００

英語資格成績 各英語資格の成績を換算 換算基準は下記を参照 ５０

面接試験

修士論文またはこれまでの研究活動について、パワーポイント

等を用いての口頭発表に関する口頭試問。

以下の項目を中心に総合的に判断する。

・修士課程相当以上のヘルスデータサイエンスに関する知識・

技術・態度を有すること。

・ヘルス分野における課題発見をするための十分な知識・経験

を有し、主体的にヘルスサイエンスに関する課題を解決する

能力と意欲を有すること。

２５０

＜本学が定める英語資格の成績の換算基準＞

＝ ＝ ＝ （アカデミック・モジュール各パート 以上）

＝本学換算点 点

＜英語資格のスコア等に関する注意事項＞（【第1期募集】、【第2期募集】共通） 
・TOEICのスコアを利用する場合、「Official Score Certificate/Report」を提出してください。 
なお、2023年4月以降のデジタル公式認定証の場合は、PDFファイル（QRコード付き）を各自で
印刷したものを提出してください。 
・TOEIC（IP）オンライン版を利用する場合は、不正防止の信頼性が担保されていないため、「受
験状況に関する証明書」（本学Ｗｅｂサイトに様式があります）も併せて提出してください。 
・TOEFLのスコアを利用する場合、実施機関から「Official Score Report」を本学に直送するよう
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ウ 最終学歴の卒業（見込）証明書、修了（見込）証明書および成績証明書

エ 研究計画書（日本語4,000字程度）<<様式任意>> 
オ 審査料 の郵便振替払込受付証明書（ゆうちょ銀行 郵便局 で納付し、領収印を受けた

振替払込受付証明書（払込用紙の一番右）を同封してください。払込手数料は本人負担となります。）

カ 審査結果通知用封筒（長形３号封筒に郵便切手 円分を貼付し、郵便番号・住所・氏名を記入）

注 ア～カ以外に、本研究科が必要と認めたものについて、提出を求める場合があります。

（２）審査結果

事前審査の結果は、下記期日までに本人あてに通知します。

【第１期募集】 ２０２４年 ８月 ９日（金）

【第２期募集】 ２０２４年１２月２４日（火）

（３）出願手続

事前審査により出願資格の認定を受けた者は、本募集要項に基づき出願手続を行ってくださ

い。資格が認められた場合には、その旨の通知と入学検定料が納付済みの証明書をお送りしま 
すので、本出願の際にはその証明書を用いてください。あらためて検定料を納付する必要はあ 
りません。資格が認められなかった場合は、納付済みの検定料より 5,000円を控除して、 
25,000円を返金します。

６６ 入入学学検検定定料料

３３００ ００００００円円

注 本学データサイエンス研究科博士前期課程を 年 3月修了見込みの者は免除されます。 
注 納入された入学検定料は返還いたしません。 

７７ 選選抜抜方方法法

書類審査、英語資格成績および面接試験により選抜します。

試試験験科科目目 試試 験験 内内 容容 配配点点

書類審査
志望理由書や研究計画書を中心により高度なデータサイエンス

を学ぶ十分な素養を考査する。
２００

英語資格成績 各英語資格の成績を換算 換算基準は下記を参照 ５０

面接試験

修士論文またはこれまでの研究活動について、パワーポイント

等を用いての口頭発表に関する口頭試問。

以下の項目を中心に総合的に判断する。

・修士課程相当以上のヘルスデータサイエンスに関する知識・

技術・態度を有すること。

・ヘルス分野における課題発見をするための十分な知識・経験

を有し、主体的にヘルスサイエンスに関する課題を解決する

能力と意欲を有すること。

２５０

＜本学が定める英語資格の成績の換算基準＞

＝ ＝ ＝ （アカデミック・モジュール各パート 以上）

＝本学換算点 点

＜英語資格のスコア等に関する注意事項＞（【第1期募集】、【第2期募集】共通） 
・TOEICのスコアを利用する場合、「Official Score Certificate/Report」を提出してください。 
なお、2023年4月以降のデジタル公式認定証の場合は、PDFファイル（QRコード付き）を各自で
印刷したものを提出してください。 
・TOEIC（IP）オンライン版を利用する場合は、不正防止の信頼性が担保されていないため、「受
験状況に関する証明書」（本学Ｗｅｂサイトに様式があります）も併せて提出してください。 
・TOEFLのスコアを利用する場合、実施機関から「Official Score Report」を本学に直送するよう

- １３ - 

手配してください。横浜市立大学のコード番号は「0416」です。送付には日数がかかりますので、
余裕をもって手配してください。それとともに、ETSから受験者に送付された「Examinee Score 
Record（受験者用控えスコア票）」のコピー、または「My Home Page（個人頁）」でのスコア
確認を印刷したものに、Official Score Reportの送付を依頼した日付を記して提出してください。 

・IELTSのスコアを利用する場合、「Test Report Form」を本学に直送するよう手配してください。
それとともに、実施機関から受験者に送付された「成績証明書（Test Report Form）」のコピー、
または「オンライン試験結果表示サービス」を印刷したものに、Test Report Formの送付を依頼
した日付を記して、提出してください。 
・提出された英語資格のスコア等の証明書は返却いたしません。 
・複数の証明書をお持ちの場合は、すべてご提出ください。本学の基準に則って換算し、最も高い

点数になるスコアを採用します。   

８８ 試試験験日日程程・・試試験験場場

試試 験験 日日 試試 験験 科科 目目 試試 験験 時時 間間 試試 験験 場場

【第１期募集】

年 月 日（土）

【第２期募集】

年 月 日（土）

面接試験 出願後に通知します。 
横浜市立大学 

金沢八景キャンパス 

＜合否判定基準＞（【第１期募集】、【第２期募集】共通） 
・合否は、書類審査、英語資格成績および面接試験の結果をもとに総合的に判断します。 

 
９９ 合合格格発発表表

（１）日 時

【【第第１１期期募募集集】】 ２２００２２４４年年１１００月月 ４４日日（（金金）） １１１１：：００００

【【第第２２期期募募集集】】 ２２００２２５５年年 ２２月月１１４４日日（（金金）） １１１１：：００００

（２）発表方法

合格者の受験番号を本学Ｗｅｂサイト（ ）に掲載します。

（３）その他

ア 発表後、合格者には合格通知書を送付します。
注 合格を確認された方のうち、以下の期日になっても合格通知書が届かない場合は、アドミッションズ

センターまで必ず連絡してください。

【第１期募集】 ２０２４年１０月 ９日（水）

【第２期募集】 ２０２５年 ２月１９日（水）

イ 合否について、電話等での問い合わせには応じません。

ウ 出願書類に虚偽の記載があった場合には、合格を取り消します。

エ 大学構内での掲示による発表は行いません。

入入学学手手続続

合格者には、合格通知書と入学手続書類を郵送します。

（１）入学手続期間

【【第第１１期期募募集集合合格格者者】】 ２２００２２４４年年１１００月月 ８８日日（（火火））～～ １１００月月１１６６日日（（水水））消消印印有有効効

（入学金等納入金の入金可能期間：１０月 ４日（金）～ １０月１６日（水））

【【第第２２期期募募集集合合格格者者】】 ２２００２２５５年年 ２２月月１１８８日日（（火火））～～ ２２月月２２６６日日（（水水））消消印印有有効効

（入学金等納入金の入金可能期間： ２月１４日（金）～ ２月２６日（水））

（２）入学手続の方法

入学手続に要する書類等を一括し、郵送（簡易書留）により提出してください。

詳細は、合格者に送付する入学手続書類で確認してください。

（３）入学金

市内出身者および横浜市立大学卒業生……………１４１ ０００円

市外出身者……………………………………………２８２ ０００円
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注 本学データサイエンス研究科博士前期課程を 年 月修了見込みの者は入学金が免除されます。 
注 上記の金額については改定する場合があります。入学金が改定された場合は、改定後の入学金が適用

されます。

注 納入された入学金は返還いたしません。

注 手続期間内に入学手続を完了しないと入学が許可されません。十分注意してください。

注 入学金の「市内出身者」とは、入学の日の１年以上前（ 年 月 日以前）から引き続き横浜市内に

本人または扶養義務者が住所を有する者をいいます。

そそのの他他のの納納入入金金

本学の学術・研究・学生生活の充実や福利厚生の向上を目的とした活動を行う各団体の会費等

の納入金があります（入学手続時に納入していただきます）。

（１）学術研究会費 ２ ０００円

（２）後援会費 ３０ ０００円（本学博士前期課程からの進学者は２０ ０００円）

授授業業料料

５５３３５５ ８８００００円円 年年額額

注 上記の金額については改定する場合があります。本学入学後に授業料が改定された場合は、改定後の

授業料が適用されます。

長長期期履履修修学学生生制制度度ににつついいてて

（１）長期履修学生制度とは

横浜市立大学大学院学則および同長期履修学生規程に基づき、職業を有するため修業年限を超

えて一定期間延長して計画的に教育課程を履修できる制度です。本人の申請に基づき、研究科に

おける審査・承認を経て、学長の許可により長期履修学生となります。

（２）資格

次のいずれにも該当する者

ア 職業を有し、かつ特段の事情を有する者

イ 修業年限の前年度までの者

（３）在学期間

大学院学則第７条に定める在学期間以内

（データサイエンス研究科博士後期課程 ６年以内 （休学期間を除く））
（４）授業料

ア 修業年限の期間 … 通常の授業料

イ 修業年限以降の長期履修学生としての履修期間… 通常の授業料の20％相当額を負担
【例】データサイエンス研究科 博士後期課程の場合（下記年数に休学期間を含みません）

１年目～３年目………………………………………… 通常の授業料 
４年目以降の長期履修学生として許可された期間…通常の授業料の20％相当額を負担 
注 授業料減免年度ごとに、減免申請書および在職が確認できる証明書の提出が必要となります。

注注意意事事項項

（１）面接試験には必ず受験票を携帯してください。

（２）試験の遅刻限度時刻は、出願後に通知する面接試験の集合時刻までです。それ以降について

は相応の理由がない限りは受験できません。

（３）出願手続後の提出書類の内容変更は認められません。

（４）納入金（入学検定料を含む）および提出書類は、一切返還いたしません。

（５）本試験に関する変更等が生じた場合は、直ちに出願者に通知します。

（６）試験当日に、学校保健安全法で出席停止が定められている感染症（インフルエンザ・麻疹等）

に罹患し、治癒していない受験者は、他の受験者への感染のおそれがあるため、原則受験する
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注 本学データサイエンス研究科博士前期課程を 年 月修了見込みの者は入学金が免除されます。 
注 上記の金額については改定する場合があります。入学金が改定された場合は、改定後の入学金が適用

されます。

注 納入された入学金は返還いたしません。

注 手続期間内に入学手続を完了しないと入学が許可されません。十分注意してください。

注 入学金の「市内出身者」とは、入学の日の１年以上前（ 年 月 日以前）から引き続き横浜市内に

本人または扶養義務者が住所を有する者をいいます。

そそのの他他のの納納入入金金

本学の学術・研究・学生生活の充実や福利厚生の向上を目的とした活動を行う各団体の会費等

の納入金があります（入学手続時に納入していただきます）。

（１）学術研究会費 ２ ０００円

（２）後援会費 ３０ ０００円（本学博士前期課程からの進学者は２０ ０００円）

授授業業料料

５５３３５５ ８８００００円円 年年額額

注 上記の金額については改定する場合があります。本学入学後に授業料が改定された場合は、改定後の

授業料が適用されます。

長長期期履履修修学学生生制制度度ににつついいてて

（１）長期履修学生制度とは

横浜市立大学大学院学則および同長期履修学生規程に基づき、職業を有するため修業年限を超

えて一定期間延長して計画的に教育課程を履修できる制度です。本人の申請に基づき、研究科に

おける審査・承認を経て、学長の許可により長期履修学生となります。

（２）資格

次のいずれにも該当する者

ア 職業を有し、かつ特段の事情を有する者

イ 修業年限の前年度までの者

（３）在学期間

大学院学則第７条に定める在学期間以内

（データサイエンス研究科博士後期課程 ６年以内 （休学期間を除く））
（４）授業料

ア 修業年限の期間 … 通常の授業料

イ 修業年限以降の長期履修学生としての履修期間… 通常の授業料の20％相当額を負担
【例】データサイエンス研究科 博士後期課程の場合（下記年数に休学期間を含みません）

１年目～３年目………………………………………… 通常の授業料 
４年目以降の長期履修学生として許可された期間…通常の授業料の20％相当額を負担 
注 授業料減免年度ごとに、減免申請書および在職が確認できる証明書の提出が必要となります。

注注意意事事項項

（１）面接試験には必ず受験票を携帯してください。

（２）試験の遅刻限度時刻は、出願後に通知する面接試験の集合時刻までです。それ以降について

は相応の理由がない限りは受験できません。

（３）出願手続後の提出書類の内容変更は認められません。

（４）納入金（入学検定料を含む）および提出書類は、一切返還いたしません。

（５）本試験に関する変更等が生じた場合は、直ちに出願者に通知します。

（６）試験当日に、学校保健安全法で出席停止が定められている感染症（インフルエンザ・麻疹等）

に罹患し、治癒していない受験者は、他の受験者への感染のおそれがあるため、原則受験する
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ことができません。なお、追試験等の特別措置は行いませんので、感染予防・健康管理に十分

ご留意ください。

（７）試験の成績によっては、合格者数が募集定員に満たない場合もあります。

（８）2025年3月31日までに修了見込みの方は、在籍大学院を修了後、修了証明書および成績証明 
書を2025年3月25日（火）までにアドミッションズセンターへ提出してください（横浜市立 
大学大学院修了生は不要）。在籍大学院を修了できなかった場合は入学資格を失います。 

 
入入学学辞辞退退

入学手続完了後、やむを得ない事情で入学を辞退する場合には、「入学辞退届」の提出が必要です。

この場合、2025年3月31日（月）午後5時までに、アドミッションズセンターへ連絡してください（土・
日・祝日を除く）。辞退手続きを完了された方には、入学金を除く既納入金を返還します。

2025年4月1日（火）をもって学籍が発生します。3月31日（月）午後5時までに連絡がない場合は、
授業料等の納入金を納めなくてはなりませんので、注意してください。

問問いい合合わわせせ先先

ヘルスデータサイエンス専攻長 水原 敬洋 研究分野等の相談

アドミッションズセンター （日程・試験場・検定料・入学金等）

教育推進課（教務担当） （シラバス・入学後の課程等）

郵郵送送先先

出願書類等は、以下の宛先に郵送してください。

〒236-0027 
横浜市金沢区瀬戸 22-2 横浜市立大学 アドミッションズセンター 
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博博士士後後期期課課程程 ヘヘルルススデデーータタササイイエエンンスス専専攻攻 指指導導教教員員のの研研究究分分野野とと研研究究課課題題 

教員氏名 研究分野 研究課題 

金子 惇 
kanekom@yokohama-cu.ac.jp プライマリ・ケア研究 へき地医療のための尺度開発、へき地と都市

部の受療行動や健康アウトカムの比較 

黒木 淳 
kuroki@yokohama-cu.ac.jp 

医療経営分析・ヘルス

情報テクノロジー 

医療経営管理・医療健康政策について政策立

案者や管理者の視点からデータやエビデンス

の活用法を探究します。 

桑原 恵介 
kuwahara.kei.is@yokohama-cu.ac.jp 疫学・予防医学 集団の疾病予防、健康増進 

清水 沙友里 
sshihci@yokohama-cu.ac.jp 

医療データベース解
析・医療政策情報学 

医療データベースを用いた臨床疫学研究、並
びに医療政策に資するエビデンスの創出を目
指す。 

竹内 由則 
takeuchi.yos.zj@yokohama-cu.ac.jp 

医療統計学、薬剤疫学、
統計的因果推論 

大規模医療情報データを利用した薬剤疫学・
臨床疫学研究における統計的因果推論につい
ての方法論研究。 

田野島 玲大 
reotano@yokohama-cu.ac.jp 

臨床薬理学（特に小児
臨床薬理学） 

薬物動態解析、データベース研究、特定臨床
研究を含む介入研究を行い、適正な薬物治療
の実現や新規治療の開発を目指す。 

冨田 誠 
tomitam@yokohama-cu.ac.jp 

医学統計・空間疫学研
究 

臨床データや健康保健データについて生物統
計学や空間集積性の手法を用い分析する。 

水原 敬洋 
mihara_t@yokohama-cu.ac.jp 

系統的レビュー・メタ

解析、エビデンス計量

評価論 

主に系統的レビュー・メタ解析の手法を用い

た研究を行い、医療におけるエビデンス構築

を目指す。 
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個人情報の取扱いについて

横浜市立大学大学院では、個人情報に関する法令等を遵守し、個人情報の重要性を深く認識した上で、細心の注

意を払って管理します。本学の入学試験に出願される方は、以下の内容に同意した上で出願してください。

○ 本学への出願の際にお知らせいただいた氏名、住所等の個人情報については、①入学者選抜（出願処理、選抜
実施及び合格発表）、②入学手続、③教務関係（学籍、修学指導等）、④学生支援関係（健康管理、就職支援、

授業料減免・奨学金申請等）、⑤授業料等の学費徴収、⑥入学試験統計・分析及びこれらに付随する事項を行う

ために適正な範囲内で使用し、以上の目的以外には使用しません。

○ 入学者選抜に用いた試験成績は、今後の入学者選抜方法の検討資料の作成、所属変更等及びこれらに付随する
事項を行うために適正な範囲内で使用し、以上の目的以外には使用しません。

○ 上記業務において、本学より一部の業務の委託を受けた業者が、個人情報について適正な管理のための必要な
措置を講じた上で、その全部又は一部を使用することがあります。



試験会場：横浜市立大学 金沢八景キャンパス

○京浜急行線・金沢シーサイドライン 「金沢八景駅」下車 徒歩 5分

●京浜急行主要駅からの金沢八景駅までの所要時間
＊「横浜駅」から快特/特急で約 20分
＊「品川駅」から快特/特急で約 40分
＊「羽田空港駅」から快特/特急/急行で約 45分

●ＪＲ「新杉田駅」からシーサイドラインで「金沢八景駅」まで約 25分

〒236-0027 横浜市金沢区瀬戸 22番 2号
公立大学法人 横浜市立大学

アドミッションズセンター

https://www.yokohama-cu.ac.jp


